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再
生
時
間
８
分
０
０
秒 

 

一
、
制
作
意
図 

 

徳
島
市
立
高
校
の
四
宮
先
生
は
，
教
員
に
な
る
前
，
３
年
か
け
て
世
界
中
に
自
転
車
で
手
紙
配
達
を
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
私
た
ち
に
は
今
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
で

す
が
，
先
生
の
思
い
や
努
力
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
よ
う
、
旅
を
再
現
し
て
み
ま
し
た
。
そ
し
て
，
授
業
等
で
私
た
ち
に
た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生

へ
の
私
た
ち
の
気
持
ち
を
こ
め
て
作
り
ま
し
た
。 

 

二
、
台
本
本
文 

 

（
①
効
果
音
「
心
臓
の
鼓
動
」
） 

（
②
楽
曲
「
海
辺
の
緑
」
） 

今
授
業
を
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昨
年
四
月
徳
島
市
立
高
校
に
赴
任
し
た
四
宮
博
樹
先
生
で
す
。 

先
生
に
は
少
し
変
わ
っ
た
経
歴
が
あ
り
ま
す
。 

（
３
写
真
「
会
社
時
代
１
」） 

先
生
は
、
二
○
○
八
年
に
会
社
を
退
職
し
、
（
４
写
真
「
会
社
時
代
２
」）
高
校
時
代
の
夢
だ
っ
た
（
５
「
会
社
時
代
３
」）
自
転
車
で
世
界
一
周
の
旅
に
出
か
け
ま
し

た
。 

出
発
を
前
に
し
て
（
６
写
真
「
眉
山
と
自
転
車
」
）
大
学
時
代
の
友
人
か
ら
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。 

（
⑦
写
真
「
パ
ソ
コ
ン
」
）
旅
行
に
行
く
な
ら
イ
タ
リ
ア
の
友
人
に
手
紙
を
届
け
て
ほ
し
い
」 

他
に
も
届
け
て
ほ
し
い
人
が
い
る
の
で
は
な
い
か
。 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
呼
び
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
（
８
写
真
「
４
５
通
の
手
紙
」）
集
ま
っ
た
手
紙
は
四
十
五
通
。 

た
く
さ
ん
の
思
い
を
乗
せ
て
旅
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 



と
こ
ろ
が
・
・
・
。 

最
初
に
行
っ
た
バ
リ
島
を
走
り
始
め
て
三
日
目
。 

（
①
効
果
音
「
心
臓
の
鼓
動
」
） 

体
に
異
変
が
起
き
ま
す
。
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
て
眠
れ
な
い
。
気
の
狂
い
そ
う
な
ほ
ど
の
発
作
。 

異
国
で
の
ス
ト
レ
ス
と
手
紙
を
届
け
な
け
れ
ば
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
引
き
起
こ
し
た
パ
ニ
ッ
ク
障
害
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。 

（
９
写
真
「
自
転
車
」） 

わ
ず
か
一
カ
月
で
旅
は
挫
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

こ
の
と
き
先
生
は
、 

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」 

（
⑩
楽
曲
「T

ru
ly

」
）（
１
１
写
真
「
遍
路
１
」） 

も
う
一
度
、
自
分
を
見
つ
め
な
お
す
た
め
、
（
１
２
写
真
「
遍
路
２
」）
や
が
て
先
生
は
四
国
八
十
八
か
所
を
歩
き
始
め
ま
し
た
。 

（
１
３
写
真
「
遍
路
３
」
）
あ
る
時
、
遍
路
道
で
出
会
っ
た
女
性
か
ら
言
わ
れ
た
こ
と
は
、 

「
あ
な
た
は
も
っ
と
寄
り
道
を
し
た
方
が
い
い
」 

（
１
４
写
真
「
遍
路
４
」
） 

こ
の
と
き
先
生
は
、
す
っ
と
心
が
晴
れ
た
と
い
い
ま
す
。 

（
１
５
写
真
「
北
海
道
１
」） 

そ
の
後
も
北
海
道
や
九
州
へ
旅
を
し
、
（
１
６
写
真
「
北
海
道
２
」）
少
し
ず
つ
遠
く
へ
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
１
７
写
真
「
出
発
１
」
） 

そ
し
て
、
二
○
○
九
年
八
月
、（
１
８
写
真
「
出
発
２
」
）
先
生
は
再
び
自
転
車
に
乗
っ
て
（
１
９
写
真
「
出
発
３
」）
走
り
出
し
ま
し
た
。 

（
２
０
写
真
「
出
発
４
」
）
今
度
は
自
分
の
た
め
に
、
楽
し
む
た
め
に
走
ろ
う
。 

（
２
１
楽
曲
「
ヒ
カ
レ
」
）
（
２
２
写
真
「
海
外
１
」
）（
２
３
写
真
「
海
外
２
」） 

（
２
４
文
章
「
ブ
ロ
グ
１
」） 

「
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
を
（
２
５
写
真
「
海
外
３
」
）
人
が
変
わ
っ
て
（
２
６
写
真
「
海
外
４
」）
土
の
色
が
変
わ
っ
て
（
２
７
写
真
「
海
外
５
」）
空
の
色
が
変
わ



っ
て
（
２
８
写
真
「
海
外
６
」）
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
（
２
９
写
真
「
海
外
７
」）
走
っ
て
い
る
。（
３
０
写
真
「
海
外
８
」）
あ
あ
（
３
１
写
真
「
海
外
９
」）、

な
ん
て
幸
せ
な
ん
だ
ろ
う
。（
３
２
写
真
「
海
外
１
０
」）
こ
れ
だ
こ
れ
な
ん
だ
。（
３
３
写
真
「
海
外
１
１
」）
こ
れ
よ
こ
れ
な
ん
よ
」（
３
４
写
真
「
海
外
１
２
」）（
３

５
地
図
「
世
界
地
図
」） 

（
３
６
動
画
「
海
外
１
」
）
（
３
７
動
画
「
海
外
２
」
）（
３
８
動
画
「
海
外
３
」）（
３
９
動
画
「
海
外
４
」） 

（
４
０
動
画
「
海
外
５
」
）
（
４
１
写
真
「
海
外
１
３
」
） 

豊
か
な
自
然
と
（
４
２
写
真
「
海
外
１
４
」）
た
く
さ
ん
の
人
々
と
の
出
会
い
の
中
で
先
生
自
身
（
４
３
写
真
「
海
外
１
５
」）
も
変
化
し
て
（
４
４
写
真
「
海
外
１
６
」）

い
き
ま
し
た
。
（
４
５
写
真
「
海
外
１
７
」） 

長
い
旅
の
中
で
は
、
危
険
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

（
４
６
写
真
「
海
外
１
８
」
）（
４
７
楽
曲
「Ille

g
a

lA
lie

n

」）（
４
８
効
果
音
「
風
の
音
２
」） 

イ
ラ
ン
で
は
、 

（
４
９
文
章
「
ブ
ロ
グ
２
」） 

「
遠
く
に
真
っ
黒
な
雲
が
見
え
て
、（
５
０
効
果
音
「
雷
」）（
５
１
写
真
「
海
外
１
９
」）
ち
ょ
う
ど
空
が
真
っ
二
つ
に
割
れ
た
み
た
い
だ
っ
た
。
突
然
バ
バ
バ
ッ
と
音

を
立
て
て
飴
玉
大
の
雹
が
落
ち
て
き
て
、
こ
れ
が
痛
い
な
ん
て
言
う
も
の
で
な
く
て
。
雹
が
生
き
物
の
よ
う
に
思
え
て
（
５
２
写
真
「
海
外
２
０
」）
怖
か
っ
た
。」 

（
５
３
写
真
「
海
外
２
１
」）
ま
た
、
ボ
ツ
ワ
ナ
で
は
、
子
連
れ
の
象
に
遭
遇
し
ま
し
た
。 

（
５
４
文
章
「
ブ
ロ
グ
３
」） 

「
辺
り
一
面
が
動
物
園
臭
く
な
り
、
糞
の
主
は
道
路
わ
き
か
ら
（
５
５
効
果
音
「
象
」）（
５
６
映
像
「
象
」）
こ
っ
ち
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。
あ
ぁ
、
人
間
に
は
爪
も

牙
も
な
い
と
か
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
る
。（
５
６
映
像
「
象
」）
結
局
、
車
を
は
さ
ん
で
そ
の
真
横
を
通
り
過
ぎ
た
時
に
、
そ
の
圧
倒
的
な
巨
体
が
間
近
に
迫
り
、 

（
５
５
効
果
音
「
象
」）
生
き
た
心
地
が
し
な
か
っ
た
」 

（
５
７
楽
曲
「
風
の
ウ
ィ
ル
ダ
ネ
ス
」
）
（
５
８
写
真
「
海
外
２
２
」） 

数
多
く
の
体
験
を
し
な
が
ら
旅
は
続
き
ま
し
た
。
（
５
９
写
真
「
海
外
２
３
」） 

そ
し
て
、（
６
０
写
真
「
海
外
２
４
」
）
最
初
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
だ
っ
た
手
紙
で
す
が
、（
６
１
写
真
「
手
紙
１
」）
回
数
を
重
ね
る
う
ち
に
届
け
る
瞬
間
が
（
６
２
写
真

「
手
紙
２
」）
旅
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
な
り
ま
し
た
。 

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
（
６
３
写
真
「
手
紙
３
」
）
（
６
４
写
真
「
手
紙
４
」）（
６
５
写
真
「
手
紙
５
」） 



（
６
６
写
真
「
手
紙
６
」
） 

四
十
五
通
の
中
に
は
、
宛
先
人
が
い
な
い
手
紙
も
あ
り
ま
し
た
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
亡
く
な
っ
た
彼
氏
が
好
き
だ
っ
た
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
の
傍
ら
に
手
紙
を
埋
め
て
き

て
と
い
う
も
の
で
し
た
。
（
６
７
写
真
「
手
紙
７
」
） 

（
６
８
写
真
「
帰
国
１
」
）
そ
し
て
、
二
○
一
二
年
、（
６
９
写
真
「
帰
国
２
」）
先
生
は
四
万
三
千
キ
ロ
の
旅
を
終
え
て
（
７
０
写
真
「
帰
国
３
」
）
帰
国
し
ま
し
た
。 

帰
国
後
、
先
生
は
社
会
科
の
教
師
に
な
り
ま
し
た
。 

自
分
の
足
で
見
て
き
た
世
界
を
、
自
信
を
持
っ
て
子
供
た
ち
に
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

先
生
の
思
い
は
新
し
い
手
紙
と
な
り
、
今
度
は
私
た
ち
の
元
に
届
い
て
い
ま
す
。 

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」 

そ
し
て
、
今
年
三
月
。
い
よ
い
よ
先
生
と
の
別
れ
の
時
が
来
ま
し
た
。（
７
１
楽
曲
「
威
風
堂
々
」） 

（
７
２
映
像
「
離
任
式
」
） 

正
式
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
先
生
は
、
新
し
い
学
校
へ
次
の
手
紙
を
届
け
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

（
２
１
楽
曲
「
ヒ
カ
レ
」
） 

先
生
の
新
し
い
旅
の
始
ま
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
旅
は
続
き
ま
す
。（
７
３
写
真
「
四
宮
先
生
」）（
７
４
写
真
「
自
転
車
」）（
７
５
画
像
「
校
章
」） 

 

三
、
ス
タ
ッ
フ 

脚
本 

鏡
石
大
地 

撮
影 

鏡
石
大
地
・
数
藤
菜
摘 

編
集 

鏡
石
大
地 

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン 

鏡
石
大
地 

ブ
ロ
グ
朗
読 

出
葉
暉 

音
声 

和
佐
菜
月
子
・
藤
田
ひ
か
る 

出
演 

粟
田
隆
太
・
数
藤
菜
摘 

 


